
別表第２ 建物階層別利用率表 
 

階層 Ａ 群 Ｂ 群  Ｃ 群  Ｄ 群 

９ 32.8  30.0 30.0 30.0  

８ 32.9  30.0 30.0 30.0  

７ 33.0  30.0 30.0 30.0  

６ 36.9 67.4 30.0 30.0 30.0  

５ 40.1 70.0 30.0 30.0 30.0  

４ 42.8 72.7 30.0 30.0 30.0  

３ 44.1 75.4 60.0 30.0 30.0  

２ 61.5 79.4 70.0 70.0 30.0  

１ 100.0 100.0  100.0  100.0 

地下１ 55.7 52.9  60.0   

地下２ 33.1   40.0   

 
Ａ群 下階が店舗で上階にゆくに従い事務所（例外的に更に上階にゆくと住宅となる場合もある。）使

用となる建物 
Ｂ群 全階事務所使用となる建物 
Ｃ群 下階が事務所（又は店舗）で大部分の上階が住宅使用となる建物 
Ｄ群 全階住宅使用となる建物 
注１ 本表の指数は土地価格の立体分布と建物価格の立体分布とが同一であると推定したことが前提

となっている。 
 ２ 本表の指数は各群の一応の標準を示すものであるから、実情に応じ補正は妨げない。特に各群間

の中間的性格を有する地域にあっては、その実情を反映させるものとする。 
 ３ 本表にない階層の指数は本表の傾向及び実情を勘案のうえ補足するものとする。 
 ４ 本表は各階層の単位面積当たりの指数であるから、各階層の床面積が異なるときは、それぞれの

指数と当該階層の床面積との積が当該階層の有効指数になる。 
 ５ Ｃ群の   内の指数は当該階層の用途が住宅以外であるときの指数である。 


